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西表島実験授業報告

―「自然科学科目の新しい取り組み」として―

秋山豊子・宮本康司・池田威秀・片田真一

A Report of Fieldwork Class at Iriomote Island 

̶As a New Trial of Natural Science Subject̶

Toyoko AKIYAMA, Kouji MIYAMOTO, Takehide IKEDA, Shinichi KATADA

概要

　自然の中での動植物の生態，行動，発生過程の観察や，地形風土とその生き物との関連など
を観察することは「自然」と「生き物を取り巻く環境」を実体験し、理解することに繋がる。
慶慶應義塾大学では，理工学部の一部の学生対象に，臨海実習が野外実習の授業として設置さ
れているが，著者らは，このような野外実習が理系・文系に関わらず全ての学生に必要なこと
であろうと考えてきた。そのため，これまで10年余に渡り，文系学部の生物学履修者の中で希
望を募って，真鶴の横浜国立大学教育人間科学部理科実験施設において宿泊を伴う課外授業を
行ってきた。今回は，この課外授業とは別に，新たな教育効果を持つ野外授業の開発のため，
本州近隣にはない亜熱帯気候・風土を持つ西表島の環境の中で，多様な生物と自然を観察し学
ぶ事を企画した。秋山が昨年 3月，特色GPの企画により琉球大学の実験施設を視察した事を
契機に，西表島での実験授業を試みた。本年度は，基本的な授業の方向性とプログラムなどを
打ち合わせし，実験所の利用を前提として課外授業として授業を行い，来年度以降に何らかの
形で授業に取り込む可能性をさぐるべく，その問題発掘を行った。本論はその報告と来年度以
降の課題について考察するものである。
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はじめに

①西表島の特徴とフィールドワークの目的
　野外での授業を行おうとするとき，その授業の目的が明確でなければならないと同時に，そ
の目的が達成できる場所であることが重要である。この授業の目的は，本州にはない亜熱帯気
候の自然と豊かな動植物 (1 ~ 13) の観察である。西表島の特徴は，典型的な亜熱帯の気候と自然
であり，ほとんどがジャングルのような山に覆われており (3,7,8,10)，マングローブ林があ
り (1,4,10,12,13)，滝や多くの川があり，海岸線が，砂浜・磯・サンゴ礁と多様であり，西表島特
有の動植物が多く生息することなどである (9,10,11)。そのような「自然」や「生き物とそれを取
り巻く自然」を実体験して「環境の意義」を考察してもらうことが最終目的であった。また、
これまでの訪問で，その自然は豊かであることに加え，全ての観察ポイントへのアクセスはさ
ほど難しくはなく，それほど特殊な装備や経験や技術がなくても観察できることが事前に把握
できた。これらのことから，西表島は，通常の教室内の授業では実現不可能な，亜熱帯気候の
豊かな動植物と自然の観察に最適の場所と考えられた。

②フィールドワーク授業が可能な条件
　フィールドワークとしての授業が可能な条件として，学生が参加できる日程と場所であるこ
とが，まず挙げられる。日程としては，サンゴ礁やマングローブ林など海中・水中での観察が
含まれることから，夏休みの時期がもっとも適していると考えられた。場所は，宿泊を伴う日
程であれば，大学付属の実験所を利用するのが経費的にも観察上も有効である。西表島には琉
球大学熱帯生物圏研究センターの実験所があり，本学の利用に空きがあれば，他大学の利用も
受け入れられる。このため，実験所を利用する事を前提に，夏休みの期間で空いている時期を
打診して，実施期間を決定した。また，この場所において有効に動植物を観察するには，観察
するポイントと観察される動植物について情報を熟知している担当者がいることが必須条件で
ある。このため，西表実験所長の馬場繁幸先生には，事前に実験授業のねらいとマンゴローブ
林の観察などについて協力を仰いでおいた。加えて，報告者の片田は，琉球大の学部・修士課
程出身で西表島には 2年間滞在して研究した経験がある。他の 3名はいずれもこれまで数回の
西表島訪問の経験があり，地理や動植物の観察場所などについて情報を把握していた。

③実験授業としてのねらい
　将来的には何らかの形で授業とするために，まずどのような問題があるかを発掘し，それら
の解決策を検討することが必要であった。学生の参加希望の有無，費用や航空券の手配，興味
を持つテーマの設定と事前打ち合わせなど，どのように進めていくかを担当者間でそのつど打
ち合わせを行って進行した。一方で，学生の対応については，主体的にどのような興味と関心
を持つかを検討するため，全般的な資料を与え，予備的な打ち合わせは行ったものの，あまり
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詳細な説明を事前に与えることはせず，主体的な学習と現地での直接的な観察や実体験を重視
した。彼らがどのようなテーマや生物に興味を持つか，実際の観察場所での学習の状況，プレ
ゼンやレポートでの理解度や教育効果についても，そのつど聞き取りや授業後のアンケートな
どで解析し、問題発掘に努めた。

主な事前準備

　主な事前の準備作業は以下のようであった。①②は準備段階では継続して，数回にわたり行
った。　
　①実験所への連絡
　②担当者間の打ち合わせ（実施時期の確定・学生募集の日程など）
　③資金の確保：調整予算への応募
　④参加者募集
　⑤航空券の手配
　⑥学生と引率教員との事前打ち合わせ 2回
　以下は，実際の準備段階の記録である。

1 ．事前準備段階
　①2007年 4 月 　西表実験所に実習の可能性を打診。金城先生から実験所の利用者が増えてい

るため，状況は厳しいとの返事をもらった。（片田から実験所に問い合わせ）
　② 4月30日　 なるべく小規模で慶應大から教員が学生を引率する形で，宿泊可能な日程を問

い合わせしてもらった。　（片田）
　③ 5月15日　 片田と秋山の日程で宿泊可能な日程を考慮し，予約した。実習期間は 8月 8日

から12日まで 4泊 5日。予定人員は学生 8名と教員 3名。 4名 2班構成を予定
した。

　④ 5月中旬　 授業時に参加者募集（別紙 1）（申し込み締め切り 6 月22日）秋山担当の生物
学の授業を履修している学生と理工学部の大学院生に募集を開始し，片田と秋
山で実習内容の検討を開始した。

　⑤ 5月28日　割安な航空券を確保すべく，旅行会社と交渉を開始した。（片田）
　⑥ 6月中旬　 自然科学科目の新しい取り組みとして「西表島での野外授業」につき，経費の

申請を行った。
　⑦ 6月22日　 引率教員 4名確定。予定より多いが，最初の試みなので多い方が望ましいと判

断した。
　⑧ 6月25日　学生の参加者10名確定，引率者 4名確定。航空券の手配に入った。（片田）
　⑨ 6月29日　 航空券は往復確保。約85000円 / 1 名（片田手配） 7 月 2日　予算申請通り採

択され，経費の確保もできた。
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　⑩ 7  月 3 日　 第一回目の打ち合わせを 7月13日に行うことにし，参加者に連絡した。緊急連
絡先（自分の携帯電話と保護者の住所・氏名・連絡先など）の情報を収集した。

　⑪ 7  月13日　 16：30　第一回目の打ち合わせ。第二校舎　231室にて。参加者14名。西表島
の概観を片田がパワーポイントの画面で説明。「実習の手引き」（別紙 2）の配
布と説明。「西表島フィールド図鑑」(6) の貸与。行きの航空券の一部配布。 2
回目の打ち合わせを26日に行うこととした。

　⑫ 7  月26日　 10：30　第二回目の打ち合わせ。同じく第二校舎　231室にて。秋山が西表島
の概説をパワーポイントの画面で説明。シュノーケルの使用説明。学生から興
味あるテーマを挙げてもらう。（別紙表 1）参加者13名。デジタルカメラの貸
与。書類作成と参加費（旅費）徴収。

2 ．参加者との事前打ち合わせ
　参加者が確定した際に，申込用紙に連絡先（携帯のメールアドレス）の情報を収集した。メ
ールアドレスを用いて日程調整した。 7月13日と26日の金曜日 5限（16：30-18：00）に231教
室で顔合わせをし，それぞれ約 2時間，説明・質疑応答を行った。上記のように一回目の 7
月13日は片田による西表島の特徴と観察するポイント，参加者への手引きに基づき，費用・持
ち物などについて説明した。 2回目の 7月26日は更に詳しい西表島の説明を行い，興味や関心
のある点を挙げてもらい（下記），質疑応答を行った。質問は台風が来たときの対応や，持ち
物，特にシュノーケルやマリンブーツなど特殊なものについてであった。これらの顔合わせを
かねた打ち合わせ会により，参加者は安心感が持てたようだった。集合場所や緊急連絡法など
の事務的な打ち合わせと一部費用の徴収も行った。

第 2回打ち合わせ会記録
　 1．参加費集め
 2 ．諸注意（集合場所と緊急時の連絡法）
 3 ．実習テーマ，日程の協議
　　興味のあるテーマとして挙げられたもの；
　・亜熱帯圏での特有な生物の観察
　・昼夜での比較（出現する生物がどのように違うか）
　・プラナリア
　・マングローブ林と浅い海の生物
　・海の生物観察と採集
　・マングローブ林の干潮時の生物観察
　・マングローブ林を構成する植物
　・イワサキゼミ，イワサキクサゼミ
　・サンゴ礁の生物の色彩について
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　・植物の色
　・マングローブ林の形態と機能
　・サンゴ礁の魚の色などの観察
　・蝶などの比較観察

3 ．実習の手引き作成における必須事項　（実際の手引きは添付資料別紙 2）
　①滞在場所と電話番号
　②簡単な地図
　③現地までの交通
　④持ち物（特にサンゴ礁での潜水時とマングローブ林での観察時の服装と装備品）
　⑤日程
　⑥参加者名簿
　⑦諸注意（特に危険な生物について）
　⑧緊急時の連絡法
　⑨その他

授業記録

第一日目（ 8月 8日）　出発　（移動日）
　羽田空港からの飛行機は以下の 2便に分かれて搭乗した。
　・羽田11：20発の JAL915便→13：50那覇着　那覇14：45発 JTA617便→15：40　（11名）
　・羽田11：45発の JAL917便→14：15那覇着　那覇14：25発 ANA1775便→15：20（ 3 名）
　 　11：20発の11名は10：20に JAL のカウンターに集合した。別便の11：45発の 3名は，10：
45に集合したが，那覇から石垣島へのANA便への取次ぎが時間的に厳しく，ANAの乗り
継ぎ便が15：40発に変更となった。第一陣は，乗り継ぎの那覇から石垣島への便の出発が遅
れ15：25発となった。16：20に到着。西表島へは北風のため，島の南側にある大原港に向か
う便のみ運航していた。第二陣は，石垣空港到着が16：35になり，17時20分の離島桟橋から
西表島へのフェリーの最終便に何とか間に合った。海は台風の余波でかなり波が荒く，フェ
リーは大揺れであった。大原港につき，フェリー会社の安栄観光のマイクロバスで実験所ま
で送ってもらった。

　・夕食後　20：30‒22：00　マングローブ林について講義（講師：琉球大学　馬場繁幸先生）
　 　第一研究棟の講義室で，馬場先生から 1時間半，マングローブ林についての講義を受講し
た。打ち合わせでは，翌朝の予定であったが次の日の船便の都合により急遽，受講すること
になった。マングローブ林が生息している場所の特徴，構成している木の種類とそれらの特
徴などやマングローブ林の観察ポイントなどが講義された。講義の中でヒルギの丸太が回覧
され、年輪がないことと重さを確認した。
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　 ・ その後，第一研究棟屋上から星座の観察　天の川，夏の大三角形（ベガ，アルタイル，デ
ネブ）蠍座などが良く見えた。

第二日目（ 8月 9日）　マングローブ林，アマモ場の観察と星砂の浜でサンゴ礁観察
（馬場先生にフィールドでの講師も担当して頂いた。）
 9 ：00 ～マングローブ林の動植物の観察　
　 　馬場先生について船浦湾の奥の方から観察を始めた。ジャングルの中の川を進んでいる様
相であった。湾を回って，外洋が見える位置まで来た。この段階で既に泳いでいる状態の学
生が 5 ‒ 6 名あった。途中 2回，休憩し，水を摂った。

　　海岸で昼食（みんなの手作りのおむすび。）
　12：30頃　トイレ休憩と水の補給のため，一旦実習所に帰る。　
　13：00　馬場先生より冷たいパパイヤとパイナップルの差し入れあり。
　13：30　海岸（アマモ場）の動植物の観察（大見謝川から海岸へ）
　15：30　一旦実習所に帰る。シュノーケリングに行く準備をする。
　16：00　星砂の浜でシュノーケリングを行う。（移動時間を除き，実質 1時間くらい）
　18：00　実習所に帰る。
　19：00　夕食
　20：00 ～ 23：00　全体ミーティングと各自その日のまとめを行う。

第三日目（ 8月10日）マリュドウの滝，カンピレーの滝への亜熱帯雨林の中で動植物の観察
 9 ：00出発　（レンタカー 1台と実験所の車 2台で浦内川の船着場まで移送）
　10：30　船着場から軍艦岩まで船で川をさかのぼる。
　11：00　 森林の動植物を観察しながら，マリュドウの滝，カンピレーの滝へ歩く。（約45分

のコースを 1時間半くらいかけて動植物を観察しながら歩く）
　12：30　カンピレーの滝のある川原で昼食。希望者は滝つぼに潜って水中の動植物を観察。
　13：30　カンピレーの滝を出発。
　14：30　軍艦岩から下る船に乗る。　（船着場で釣り）
　15：10　 船着場のバス停「浦内川」到着。（希望者 4 名と引率者 1名はレンタカーで星立ま

で行き，満潮のマングローブ林に潜り，水中の動植物を観察した。）
　15：30　他の 9名はバスで戻る。
　16：00　実験所最寄のバス停「ヒナイビーチ前」到着。
　16：30　 実験所に到着（10分くらいの道のり，途中動植物の観察などがあった。） 着替えて

実験所周辺の動植物の観察に行く準備をする。
　17：00　実験所周辺の動植物の観察に出発。
　18：30　実験所に帰る。
　19：20　夕食
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　20：00　全体ミーティング　
　　～ 23：30　班に分かれてその日のまとめと自分のテーマのまとめ

第四日目（ 8月11日）　船浮のイダの浜でサンゴ礁の動植物の観察
　 9：30　「ヒナイビーチ前」のバス停までレンタカーでのピストン輸送により移動。
　 9：55　 9 名は「ヒナイビーチ前」のバス停から白浜港までバスに乗車して移動。 5名はレ

ンタカーで移動　
　10：55　白浜発船浮行きのフェリーに乗船
　11：10　船浮着　徒歩10分
　11：20　イダの浜に到着　準備運動をして 3名ずつ 3班に分かれてシュノーケリング。
　　　　　 泳ぎが初心者の 1名はライフジャケットを着て，引率者 1名がついてシュノーケリ

ングの練習をしながら観察した。
　12：40　昼食（途中で夕立が来た）（歩いて10分ほどのところに有料トイレあり）
　13：10　 二回目のシュノーケリング（初心者 1名も慣れてきたので，ライフジャケットを着

たまま泳ぐこととし，もとの班に合流）
　14：40　 シュノーケリング終了。船浮に戻る途中の湧き水のところで足を洗って簡単に着替

えをする。
　15：30　船浮港からのフェリーに乗船し，出発。
　15：45　白浜港に到着。
　16：20　白浜港から船浦港までバスに乗車。 5名はレンタカーで移動。
　16：50　船浦港着〔実習所の近くで下車〕　その後，実験所まで徒歩（10分）。
　17：00　実験所到着。
　17：30　着替えて，食堂で各自のプレゼン用資料を作成。
　19：00　夕食
　20：10　 パワーポイントによる映写で各自のプレゼンテーションを行う。（何に興味を持ち，

何を見て何を考えたか？　西表の実習を終えて感じたことなどを発表）　
　22：10　プレゼン終了　反省会と懇親会

第五日目（ 8月12日）帰京　（移動日）　
　 8：00　朝食
　10：00　出発　（上原港までレンタカーでピストン）
　11：00　上原港出発　（実際は遅延で11：20発）
　12：15　石垣島離島桟橋到着　（予定は11：45くらい）
　　　　　 タクシー分乗で石垣空港に到着，団体券を搭乗券に引き換えてもらい，搭乗手続き

を行う。
　14：45　石垣空港発（予定は14：10発）那覇行きに搭乗。
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　15：55　那覇空港発（予定は15：45発）東京行きに搭乗。
　17：55　東京羽田空港着　荷物受け取り場所でミーティングして解散。
　その後，参加学生は， 9月末までにアンケートに回答し，レポート提出を行った。

今回の実習プログラムにおける今後の注意点

① マングローブ林観察での注意：何処までぬれるかを予測して衣類を準備するよう指示してお
く。トイレの場所や飲用水の確保が必要である。途中で飲用水が補給できない場合は，あら
かじめ水を多めに用意していくよう注意する。昼食（弁当）の手配をしておくこと。観察記
録のポイントを明確にしておくこと。泳ぐ可能性があるかどうかも打ち合わせておくこと。

②シュノーケリングでの注意
　 緊急時の対応として人工呼吸法を習得しておくこと。ライフジャケットを借用しておくこと。
潮の引き加減で外礁の縁までいけるかどうかが大きく違うため，潮汐表を確認して出来るだ
け潮の良いときに潜るよう日程を調整すること。サンゴ礁で怪我をしないよう注意すること。
サンゴ礁の保護に関する注意も徹底する。

③ 観察した魚やサンゴ，藻場などをどう記録するか？　簡便な水中カメラの使用も考慮する。
記録のための時間を取ることも有効である。　

④山歩きでの注意　特にマリュドウ，カンピーレの滝までのコースについて：
　 船と途中の観察ポイントで，人が縦に広がると一緒に説明できないので，引率者は，動物・
植物で是非説明しておくべきことをある程度打ち合わせておく。滝つぼでの潜水の効果につ
いても事前に打ち合わせておく。　

⑤船浮きまでのコースについて
　 星砂の浜のシュノーケリングでの注意と同じ。運行本数が少ないので往復のバスと船の時刻
表を確認しておくこと。観察ポイントとしては，もっとサンゴ礁の状態の良い他の場所も考
慮する必要がある。

⑥夜間の観察について
　 亜熱帯では夜行性の動物が多く，動物の鳴き声，蛍などの観察をはじめ星の観察も加えて，
夜間の観察は非常に興味深い。今回は，夜間観察に出た直後に激しい雷雨となったため，観
察中止となったが，日程に必ず加えておき，是非実施したい。

⑦実験所周辺の観察について
　実験所周囲の様子をまず説明しておき，観察すべきポイントを挙げておく。
⑧網やつり竿，採集ビンなどを増やして持っていくとよい。
⑨ 来年度に予定される実習プログラム
　 基本的に，今回のプログラムは台風や雨天もなく予定の全てをこなすことができたため，こ
れが今後の基本プログラムとなる。これに悪天時のプログラムを想定して追加することと夜
間の観察を加えることが担当者らの一致した意見であった。
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　・１日目　移動日（到着後，ミーティングと2日目に向けての講義）
　・２日目　午前～午後2時マングローブ林の観察，午後3時よりシュノーケリングの練習
　・ 3  日目　午前～３時；亜熱帯森林の動植物の観察（浦内川～マリュドウの滝，カンピレー

の滝往復），４時から6時；実習所の近くの動植物観察，夜間；ミーティングと夜行性
動物の観察

　・４ 日目　サンゴ礁の観察（星砂の浜，船浮きのイダの浜，などでサンゴ礁の状態がよいと
ころを検討する）

　・５日目　移動日（出来るだけ，早い便で出て，石垣島で市場を見学する）
　・雨の日のための予備プログラム（西表島各地の展示館などを見学する）
　・夜間に夜行性の動物（オオコウモリ，ホタル，カエルなど）の観察

その他の検討課題

1．実習開催時期：
　夏休みの間で，航空券がより安い時期を検討する。春学期途中や試験期間中は開催出来ない
ため，試験直後の 7月末くらいか， 9月に入ってからの可能性を探る。いずれにしても台風が
襲来する可能性は避けられないので，前後と現地での日程を柔軟にしておく必要がある。今回
のような団体航空券の手配は，夏の繁忙期のため時期的にむつかしく，現地集合・現地解散を
検討する。

2 ．学生と引率者の人数
　学生の人数は，実習所の収容人数を独占しない範囲が望ましく，10 - 15名くらいまでが妥当
と思われる。それに対し，引率者の人数は，サンゴ礁に潜ることと，マングローブ林や森林の
中で 1列になって移動しながら説明するため，学生 3 - 4 名に 1名と全体を把握する 1名の引
率者がいることが望ましい。学生10 - 15名とすると引率者は 4 - 5 名となる。

3 ．経費の負担
　今回は往復旅費と食費は，学生の自己負担とした。今後は，学生が廉価な航空券を確保でき
れば，交通費と食費他合計で，10万円以下で実現できるかもしれない。その他，自炊室で自炊
をして食費を節約することが可能であるが，交通の便が悪く，買出しが不自由であることと時
間がかかることから実習に十分時間を取ることが難しくなるなどの難点がある。

4 ．実習関連機器
　フィールド図鑑，その他の資料，ピンセット，観察機器（ルーペ），デジタルカメラ（事前
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に撮影の練習をしておくこと），ハンディな望遠鏡　虫取り網，魚とり網，釣竿，採集ビン，
パソコンなど。必要に応じて，各自に配布，あるいは貸与しておく。一部はあらかじめ実験所
に送付しておくのも良い。

5 ．名簿・緊急連絡用情報の確保
・名簿の確保：以下のような必要事項を申し込みの際に確保することが必要である。
氏名，履修クラス，携帯 Tel 番号，携帯メールアドレス，PCメールアドレス，年齢（航空機
の手配がない場合は不要），現住所，保護者名，自宅でない場合は保護者の住所，保護者の
Tel 番号など。今回の実習のためのみに利用することを伝えておく。

6 ．島までの交通手段
　石垣島からのフェリーは二社（安栄観光，八重山観光フェリー）があり，料金・所用時間と
も同じである。往復で買うとやや安いが，帰りの船会社が固定されてしまい，船が遅れたりし
た時に石垣島で時間的に余裕がなくなる可能性がある。

7 ．島内の交通と移動
　港からはフェリーの会社がバスで宿泊所まで送ってくれるのでその旨連絡しておくこと。そ
の他の移動は定期バスかレンタカーになる。レンタカーのミニバン型で10名くらい乗れる車を
2台レンタルするとかなり移動は自由になる。実験所の協力が不可欠なので，実験所の教官に
非常勤講師を依頼し共同担当となることが望ましい。

8 ．食事など
　・最初に FAXで依頼をする時に最終決定として予定を入れておくのがよい。
　・事前に相談すると，土日も食事の依頼をすることが可能である。
　・昼食用のお弁当も依頼することが可能である。
　・ 団体利用の場合，パート雇い上げの 1日8200円の追加費用が加わる事を予算化しておくこ

と。

9．宿泊等の利用について
　・当初，男子のシャワーの温水が出なかった。連絡が遅れ，連絡後対応してもらえた。
　・ 夕食後，毎日食堂を独占して，ミーティングやまとめ作業を行ったため，他の宿泊者に迷

惑をかけた可能性がある。

10．医薬品について共同で所持する物品について
　虫さされや切り傷様の薬類，救急用絆創膏（バンドエイドなど）は多めに持参するとよい。
その他，ハブ毒の吸い出し，解熱剤や風邪薬・胃腸薬など一般的な常備薬もあるほうが良い。
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11．安全確保の手段について
　・台風が来たときの対処と連絡法を再検討する。
　・ 石垣島まで来たあとで，西表島への船が出ない場合，石垣島泊まりとなる場合を想定して

おく。
　・病気などの際の診療所などへの連絡法を確認しておく。
　・体温計と一般的な常備薬の確保。
　・水中の観察の際には，水泳の能力別の班構成にする。
　・事前の打ち合わせ時に人工呼吸法などの習得について検討する。

実習後の記録とアンケートのまとめ

　全体的に学生には満足のいく実習であったように思われる。実習中に参加者が撮影した生物
写真のうち，名前が判明したものは179枚あった。うち重複を除くと観察した生物種は植物16
種，動物80種であった。動物の内訳は，昆虫類34，エビやカニの仲間10，両生類・ハ虫類 6種，
その他10種であった。学生たちには，特に多くの生物種を記録するように指示した訳ではな
く，興味を持った生物を記録した結果であるが，それでも100種近い生物種を観察したことに
なる。生物の多様性を感じるには充分有効な結果と思われる。実習の最後の夜には，それぞれ
興味を持って観察したものについてパワーポイントによる 5 - 10分の発表を行った。また，実
習後にはアンケート（表 1）を行い，自由なコメント（別紙 5）も提出された。また， 9月末
までの締め切りでレポートも提出された。レポートの内容は，マングローブ林，亜熱帯林，サ
ンゴ礁の海，それぞれの特徴と生物達について，また，個々人の興味を持ったテーマについて
である。観察した動植物については，全員の記録写真を集め生物種名を記載したCDを作成し，
全参加者に配布した。アンケートの回答に，「事前の打ち合わせで，もっと勉強しておけばよ
かった」という意見があったが，実習内容が予想以上に濃密であったことをうかがわせる。以
降は，事前打ち合わせの際に，学生が興味を持つ内容を意識して理解しやすいよう講義を行っ
ておくことや，自分のテーマを絞るよう指導することが有効であろうと思われる。費用の軽減
の希望があったが，往復旅費・食費以外の共通部分については何らかの補助を仰ぐなどの可能
性を探りたい。また，事前に確定した日程の提示の希望については，大きなテーマをブロック
として提示しておき，天候に応じてそれを入れ替えて調節するなどの手段で改善していきたい。
今回は，文系学部の 1・ 2年生と理系の修士課程の大学院生の参加があったが，アンケートや
レポートを見る限り，実習の効果，理解度や達成度については，文系・理系に関わらず，参加
する際の熱意と関心によるものが大きく，実体験の意義は分野を問わず広い範囲の学生に有効
であろうと考えられた。
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おわりに

　西表島実験授業は，実習後の学生のアンケートを読めば，充実した内容を存分に吸収して楽
しみ，意義深かったことがよく理解できる。しかしながら，同様の課外授業を続けていくには
いくつかの大きな問題がある。天候のように不可避な問題もあるし，費用の点も大きい。これ
らに対しては，すぐに良い解決法が見当たらない。しかしながら，幸運にもそれらがクリアさ
れれば，西表島では，その豊かな自然と生き物達に触れることがごく容易である。多くの言葉
や写真よりも，実際に生の自然と動植物にふれることで直接的に実体験し，「自然と生き物が
共存する環境」というものを自分で考えることが，何より貴重と思われる。この学生への教育
効果を考えるとき，この実験授業はまさに有効であったと結論され，是非，来年以降，なんら
かの形で授業の開講に繋げたいと望んでいる。

謝辞

　マングローブ林につき，貴重な講義とフィールドワークを指導して下さり，そのほかにも
多々便宜を図って下さった琉球大学熱帯生物圏研究センター西表実験所，所長の馬場繁幸先生
に深く感謝申し上げます。また御協力・御助言を頂いた同実験所の新本光孝先生，金城政勝先
生，宿泊や食事・観察時などにご協力いただいた同実験所職員上原秀盛さん，那根よてさんに
心から御礼申し上げます。
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別紙 1　参加者募集
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別紙 2 - 1　実習の手引き
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別紙 2 - 2　実習の手引き
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別紙 2 - 3　実習の手引き
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別紙 3 - 1　西表実習クイズ

2007,8,8

1.

2.

3.

4. 23

5.

6.

7.

8. 100km

9.

10.

11.

12. 5

13.

14.

15.

16.

17.

18. 3

19.

20. 4

21.

22.

23.

24. 2

25.
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10

3 -4

別紙 3 - 2　西表実習クイズ
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2007.8.8-12

別紙 4　資料；ヒルギの受粉
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図 1　第一日目　移動と講義
a．移動の航空機内で西表島実習クイズに解答中　b．ようやく石垣島の離島桟橋でようやく全員合流。
なんとかこれで西表島へいけそうだ　c．イリオモテモリバッタ　d．アカギカメムシ　e．イシガキ
ゴマフカミキリ　f．クロジュウジカメムシ　g．ミナミヤモリ　h．オオシママドボタル　i．夕食後，
20時から22時まで馬場先生よりマンゴローブ林についての講義　j．比重が重く年輪のないヒルギの木
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図 2　第二日目　マングローブ林の観察とシュノーケリング練習
a．出発前に実験所の屋上からこれから観察する場所の説明を受ける　b．マングローブ林の中で　
c．ヤエヤマヒルギの根の間を進む　d．アナジャコの巣を観る　e．オヒルギの種子　f．サキシマス
オウの木の板根　g．手のひら一杯の大きさのシレナシジミ　h．天然記念物ニッパヤシ　i．ミナミコ
メツキガニ　 j．星砂の浜のサンゴ礁とトゲチョウチョウウオ　k．星砂の浜でのシュノーケルの練習
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図 3　第三日目　亜熱帯林の生物の観察
a．浦内川を遡り軍艦岩まで乗船　b, c．軍艦岩からマリュウドュの滝への道で動植物を観察する　
d．イシガキトカゲ　e．サキシマキノボリトカゲ　f．カンピレーの滝の滝つぼで潜って生物を観察　
f．実験所周辺の動植物を観察　g．宿舎に帰って夕食後に実習のまとめを記録する



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

36

No. 43（2008）

図 4　第四日目　さんご礁の生物の観察
a．白浜までのバスを待つ間も生物観察　b．白浜から船浮まで乗船　c．イダの浜に到着。シュノー
ケリングの準備　d．サンゴ礁内の海水温を計る　e．白化したサンゴ礁も見られた　f．サンゴ礁とル
リスズメなどの魚たち　g．イソギンチャクとクマノミ
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図 5　第五日目　亜熱帯林の生物の観察
a．アドバイスを聞きながらパソコンでプレゼン用ファイルを作成　b．夕食時も交代でパソコンを使
用して最後の仕上げ　c, d．最も興味を持って観察したものについて発表　e．実験所の研究棟・事務
棟の玄関　 f．宿泊棟　g．上原港を出発前に全員で記念撮影
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表 1 　実験授業後のアンケートとその結果
実習の開催時期； ①夏休みの 7月末 0 ②今回くらい 7 ③ 8月中旬 2 ④ 8月下旬 0 ⑤ 9月以降 0
実習の期間； ① 6泊 7日 2 ② 5泊 6日 2 ③ 4泊 5日（今回） 5 ④ 3泊 4日 0
実習の費用は； ①全額負担でも良い 1 ② 5万円負担くらい 7 ③もっと軽く 1
集合場所は； ①現地集合が良い 1 ②往復も皆と一緒が良い 4 ③どちらでもよい 4
実習の内容は； ①もっといろいろ見たい 1 ②今回で十分 6 ③盛り込みすぎ 1 ④ハードすぎ 1 ⑤その他 0
打ち合わせ会について ①効果的だった 6 ②あまり効果がなかった 1 ③どちらでも 0 ④その他 2
行く前の注意について ①効果的だった 7 ②あまり効果がなかった 0 ③どちらでも 0 ④その他 2
安全についての配慮 ①十分だった 8 ②あまり十分とは思えなかった 1 ③不十分と思えた 0 ④その他 1
班構成について ①良かった 7 ②あまり効果的ではなかった 1 ③ないほうがよい 0 ④その他 1
現地でのプレゼン ①良かった 8 ②あまり効果的ではなかった 0 ③ない方がよい 0 ④その他 1
レポートについて ①あるほうが良い 5 ②無い方が良い 1 ③どちらでもよい 3 ④その他 0
実習後の感想と意見

1

1

5

別紙 5　アンケートのコメント


